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いてください。 

（ ）年（ ）組（ 教室保管 ） 



１ 

登下校 

① 登下校のときは決められた通学路を通ります。 

② 登下校のときは、道に広がって通行する人のさまたげにならないようにします。 

道路に出ず、歩道などきめられた場所を歩きます。 

③ 朝学校に来る時刻は、８：００から８：２５分まで。その時間より前には用事がない限り校

しゃには入れません。 

また、８時より早い時刻に学校に着くことのないように気をつけましょう。 

（８時２０分までに校門をくぐり、８時２５分には席に着く） 

（朝会・集会のある水曜日…８時１５分までに校門をくぐり８時２０分には 

教室を出発） 

④ 朝、昇降口から入るときは、静かにならんで入ります。 

走ったり押したりしません。 

⑤自転車や車で学校にくることはできません。 

※けがなどで やむをえない場合は、おうちの方から担任の先生に 

連絡してもらいます。 

⑥学校に来たあとは、学校の外に出ません。忘れ物も取りに行きません。 

⑦帰りの会・授業が終わったら、２０分以内に昇降口から出るようにします。 

 （例）6時間目終了 １５：００…帰りの会終了 １５：２０までに教室を出る 

 １５：３０…昇降口のカギがかかります 

⑧昇降口が閉まった後は、そのあとは、先生たちの玄関からしか出ることが 

できません。 

⑨遅刻や早退をする時はおうちの人の付き添いが必要です。 

 



２ 

学校 

 生活 

① 廊下や階段は静かに右がわを歩きます。廊下や階段は走りません。 

※「静かに」「ならんで」「右を」のやくそくを 守ります。 

② 特別教室などへ向かうときは、クラスでならんで静かに歩きます。（先生といっしょに） 

③ Ｂ棟のうらは通りません。給食室のうらは子どもだけでは通りません。 

④ 昇降口のかさ立てに置きがさをしません。置きがさは、教室のロッカーなどに 

置きます。 

⑤ 職員室に入るときは、クラス、名前、用事（用のある先生の名前）をはっきりと伝えます。 

⑥ 保健室へ行くときは、一人で行きます。つきそい必要な場合は担任の先生がきめます。 

⑦ 自分の教室以外は、勝手に入ったり、置いてあるものを勝手にさわったり使ったりしませ

ん。 

３ 

給食 

① かっぽう着、ぼうし、マスクを正しく身に着けます。当番はマスクを忘れず持ってきます。 

② つめはきれいに切りそろえます。ばんそうこうなどが 落ちないようにします。 

③ 四角い食缶、牛乳パックは、給食が終わったらすぐに返します。 

学級ごとにそろって返しに行きます。 

ろう下や階段にこぼれた牛乳などはきちんとふきとります。 

４ 

そうじ 

①そうじの時間は、全校児童でそうじをします。１時 15分までは遊びません。 

 そうじの時間がおわるまでは自分の場所をていねいにそうじします。 

自分の場所のそうじが終わっても、そうじの時間が終わるまでは、他の場所を 

手伝います 

② つくえやいすは持ち上げて運びます。 

５ 

学習 

① 次の時間の準備をして待ちます。つくえの上には必要なものだけを置きます。 

② 発表の時には「です」「ます」をつけます。授業中や、先生には敬語（ていねいな言葉）



 授業 で話しましょう。学習の時には、名字に「さん」をつけて呼び合います。 

③話し方、聞き方のやくそくを守ります。 

④体育を見学するときは、連絡ノートに、おうちの人に見学の理由を書いてもらいます。 

●見学する人は、授業の場所で見学します。または、職員室か保健室で自習します。 

６ 

学習 

 用具 

① 学習の道具にはすべて名前を書きます。 

※はさみ・のり・じょうぎ・体育着・赤白帽・絵の具、習字道具 

（筆などにも一つずつ） 

② えんぴつ４～５本と赤鉛筆１本、消しゴムをふでばこに入れて持ってきます。 

（※高学年のラインを引くための蛍光ペン等は、学年の先生からお知らせがあります） 

③ ふでばこは、つくえの中に入る大きさのものをそろえます。  

④ えんぴつ・消しゴム・じょうぎ・分度器、コンパスなどの学用品はシンプルで使いやすいも

のを使います。 

※使いにくい形のもの、においや かざりのついているものは、勉強のさまたげになるの

で持ってきません。 

⑤体育の時間は、体育着（体操服・赤白帽・ハーフパンツ）を着ます。 

冬は運動のしやすい長そでの服を着ることができます。（上下とも） 

（フードやチャックがないものを着ます） 

ケガをした時にすぐに対応できるようにタイツは使用しません。 

レギンスは良いです。（天気や体調などを考え自分で決めます） 

家から着てきたジャージ等は、体育着としては使いません。 

水泳学習の時のラッシュガードは、フードのついていないものを着ます。 

運動のクラブも同じです。（赤白帽や水泳帽などを忘れたときは、見学となります） 



⑤ 音楽の鍵盤ハーモニカは、兄弟姉妹で使う場合、下の学年の子の教室に置きます。 

吹き口は一人一本持ちます。音楽の授業が重なるときは、上の学年の子が 

音楽室の貸し出し用楽器を使います。 

●鍵盤ハーモニカの吹き口は、音楽用のハンカチと一緒に小さな袋に入れます。 

⑦学習の道具は前日のうちに家できちんと準備し、学習に困らないようにします。 

 学習の道具を、おうちの人が学校にとどけることのないようにします。 

⑧下校するときには、持って帰るもの（学習用具や宿題など）を忘れずに持ち帰り、 

下校後は学校に忘れ物を取りにくることがないようにします。 

（やむをえないときは、職員室にいる先生に知らせて取りに行きます） 

※持ち帰るもの（基本）…国語・算数。必要に応じて GIGA端末。 

学習によって、他の教科の教科書を持ち帰ることもあります。 

（図工の準備物の確認・社会の調べ学習の宿題など） 

７ 

遊び 

 

休み 

 時間 

① 天気のよい日は進んで外で遊びましょう。 

② 外遊びの場所は校庭です。体育館周辺、散椿周辺では遊びません。 

③ 校庭や中庭に赤いコーンが立っているときは、外で遊べません。 

④ 雨の日は教室の中などで静かに遊びます。 

（「雨の日のすごしかた」を読みましょう） 

⑤ 休み時間の終わり５分前には遊びをやめ、教室に入ります。 

⑥ 休み時間のサッカーは禁止です。 

８ 

遊び 

 

① 道路や駐車場、よその家の庭など、めいわくになる場所、危ない場所では遊びません。 

②友達の家で遊ぶ時には、友達のおうちの方の許可をもらいます。 

勝手に入ってはいけません。 



放課後 

休日 

 

③ ゲームセンターや映画館、遊園地などには、子どもだけでは行きません。 

④放課後、１５時２０分～１６時 20分まで校庭で遊ぶことが出来ます。 

１６時半までには門を出ます。 

⑤学校へ遊びに来るときは自転車ではきません。 

⑥ 放課後、学校で遊ぶ時は必要のないもの（ゲーム機等）は持ってきません。 

  食べたり飲んだりしてもいけません。 

９ 

持ち物 

 服装 

  他 

① 持ち物にはすべて名前を書きます。名前があれば、持ち主のところにもどってきます。 

（かさ・うわばき・くつ・ハンカチ・服（※ぼうし・手袋・マフラー…） など） 

落とし物置き場は渡り廊下にあります。 

②かばんはせおえるもの（基本はランドセル）を持ってきます。 

※学期はじめの荷物の少ないときや行事などのときは、手さげでもよいです。 

※ランドセルには、給食ナフキンと防犯ブザー、わくわくプラザ利用カード以外はつけま

せん。 

③学校生活がすごしやすい服で登校します。 

着がえが難しいもの、体を動かしにくいかたちのものは、学校生活に向きません。 

④学校の中では、ダウンジャケット、オーバーコートなどの上着、手ぶくろ、ネックウオーマー、

マフラーなどは着ません。重ね着などで調せつします。 

※これらはロッカー、ランドセルにしまっておきます。 

⑤学習に必要のないものは持ってきません。（おもちゃ・お金など） 

⑥食べものを学校に持ってきません。（バレンタインデーのチョコレート等） 

⑦ ＣＤなどは、クラブ活動・学活等、学習に必要なときだけ持ってきてもよいです。 

⑧ 朝読書などで持ってきていい本は、マンガ・雑誌以外のものです。 



⑨上ばきを忘れずに持ってきます。忘れたときは学年の先生に許可をもらって貸し出し用上

ばきを借り、洗って返します。 

⑩ 水筒は必要な時はおうちの人に判断してもらい持ってきます。 

毎日持ち帰りましょう。 

⑪ 携帯電話（スマートフォン・メッセージ機能付き GPS 等）は、基本持ってきません。（持っ

て来るときは、おうちの人に手続きをしてもらう必要があります） 

持ってきたときは、学校ではランドセルから出しません。 

友達の携帯電話などにはさわりません。 

⑫ 落とし物置場が渡り廊下にあります。自分の物がないときは見に行きましょう。 

１０ 

SNS 

① モラル、マナーの面 

○ラインやメールでは、受けとった相手がよい気持ちになることしか送りません。 

○悪口や仲間外れにするような言葉は絶対に送ってはいけません。 

SNS（ソーシャルネットワークサービス）は便利なツールですが、LINE やメールなどは正しく

使わないと友達や自分を傷つけてしまうことになります。 

「大切なことを連絡する」「はげます」「楽しいことやよいことを伝える」など、 

受けとった相手が、「助かる」、「うれしい」など、よい気持ちになること以外使いません。悪口や

友達を仲間はずれにするような言葉、人を傷つけるような言葉を絶対に送ってはいけません。 

② SNSの危険性（公共性） 

○LINE、インスタグラム、TikTok、Xなどに投稿しません。  

○顔や体の画像、名前や住所や学校名が分かるものを投稿しません。 

○スマートフォンやタブレットで、勝手に友だちを撮りません。 

SNS で発信したことは、不特定多数の人（知らないたくさんの人）の目に触れます。不用意



に（よく考えず）発信したことで、住んでいる場所が分かったり、画像を悪いことに使われたり

するなど、危険にさらされることになります。LINE、インスタグラム、TikTok、X などに投稿して

はいけません。 

特に自分や友達の顔や体の画像、住所や学校名など、個人情報が特定できるものを投稿

してはいけません。また、SNS につながるスマートフォンやタブレットで、友達や周りの人を勝手

に撮ってはいけません。 

③ SNSの危険性（健康面等） 

○スマートフォンやゲームを使う時間や見てよいサイトは、おうちの人と約束してきめます。スマー

トフォンやゲームなどを長い時間見続けることで、目を悪くしたり、いつも見ていないと気分が

落ち着かなくなったり、夢中になりすぎて睡眠時間や外遊びの時間が減ったりするなど、健康

な生活が送れなくなることがあります。使う時間やアクセスしてよいサイトは、おうちの人ときち

んと約束し、守るようにします。 

お金を支払わなければならないサイトについては特に注意し、アクセスする際も必ずおうちの

人の許可を取ります。学校としてはおすすめしません。 

１１ 

教室 

 

①つくえの中には、学習に必要なもの（教科書、ノート、筆箱、はさみ、のり、 

クレヨン、算数用具など）を入れ、せいとんします。 

※つくえの中やロッカーは、週に一度、かんたんそうじのときなどに そうじします。 

④ つくえの横にかけるものは、給食用ナフキン入れのふくろです。 

その他、辞書やたんけんバックなど必要なものは先生と相談します。 

⑤ ロッカーの中にランドセルを入れます。（上着はランドセルの中） ろう下の  フックには、

手さげぶくろの中に体そう服、上ばきぶくろを入れてかけます。 

１２ ① 活動場所へ行くときは、荷物を持っていきません。 



委員会 

・クラブ 

② 活動が終わったらすぐに教室に帰り、下校します。 

③ 活動時間を守ります。（早く終わりすぎない、遅くならない） 

※日課表を見て、正しい時間を確かめましょう。 

１３ 

その他 

① スクールバンドやスクールコーラスで休みの日に来るときは、教室に入りません。 

② スクールバンド・スクールコーラスの練習後、授業や朝会に遅れません。 

１４ 

自分 

友達 

① 時間を守りましょう。（教室にはってある日課表を見て確認しましょう。） 

② まわりの人と気持ちよくあいさつをかわしましょう。 

③ 自分がするべきことを、すすんで、責任をもって、最後まで できる人になりましょう。 

（係・当番・日直・委員会…）（宿題・ノート・ドリル・テスト…） 

④ 何かしてもらったときには すすんでお礼をいいましょう。 

⑤ 自分も、友だちも、ほかの何にもかえられない大切な存在です。 

いじめは、なにがあってもゆるされることではありません。 

友だちがいやな気持ちになることを、言ったり、したりしません。 

⑥ いやなことがあったら、まわりの人にすすんで相談しましょう。 

⑦たがいのよいところを認めあい、はげましあい、助け合って過ごしましょう。 

※千代ヶ丘小学校めあては、「深く考える子・思いやりのある子・たくましい子」 

です。心にとめておきましょう。 

 


